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祐
天
寺
と
団
十
郎 

─
初
代
～
五
代
目
の
信
仰
の
問
題
─ 

浅 

野 

祥 

子 
一 

過
去
振
に
み
る
歴
代
団
十
郎 

 

目
黒
に
あ
る
浄
土
宗
祐
天
寺
は
、
江
戸
中
期
の
高
僧
、
祐
天
上
人
が
開
祖
で

あ
り
、
本
尊
と
し
て
そ
の
真
影
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
弟
子
の
祐
海
上
人
が
、
師

の
没
後
享
保
三
年
に
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
庵
室
善
久
院
を
も
と
に
起
立
し
、
祐

天
上
人
を
開
祖
と
し
て
自
ら
は
二
世
と
な
っ
た
。 

 

祐
天
寺
に
数
種
あ
る
過
去
帳
の
う
ち
、
最
も
古
く
言
写
さ
れ
、
又
、
最
も
大

部
な
も
の
は
、
十
世
祐
麟
上
人
（
～
嘉
永
六
年
在
住
）
言
写
の
『
祐
天
寺
本
堂

過
去
霊
名
簿
』
で
あ
る
。
中
に
は
大
名
や
大
奥
の
女
中
、
町
人
等
の
法
名
が
数

多
く
納
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
に
実
は
市
川
団
十
郎
と
そ
の
関
係
者
の
法
名
が

い
く
つ
か
み
え
る
の
で
あ
る
。
没
年
順
に
表
に
し
て
ゆ
く
。
団
十
郎
菩
提
寺
で

あ
る
芝
増
上
寺
塔
頭
常
照
院
の
法
名
と
比
較
し
て
違
う
点
も
い
く
つ
か
あ
る

（
１
）
。 

 

法
名
の
左
に
書
い
て
あ
る
名
は
、
当
人
の
俗
名
の
こ
と
も
あ
る
し
、
施
主
の

こ
と
も
あ
る
。 

 

又
、
戒
名
の
中
の
「
誉
」
の
字
は
誉
号
と
い
い
、
浄
土
宗
で
用
い
る
法
号
の

一
つ
で
あ
る
。
『
浄
土
宗
大
事
典
」
（
山
喜
房
）
に
よ
る
と
、
「
第
五
祖
定
慧
よ

り
は
じ
ま
る
。
（
中
略
）
後
世
、
檀
林
制
度
の
確
立
と
と
も
に
、
こ
の
誉
号
は

五
重
相
伝
を
受
け
た
も
の
だ
け
に
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
現
今
で
は
結
縁

五
重
を
受
け
た
在
俗
信
者
に
も
授
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

①
は
初
代
妻
お
栄
。
目
黒
に
隠
居
し
て
か
ら
栄
光
尼
と
い
っ
た
と
う
（２
）
。 

 

③
の
施
主
は
、
没
後
す
ぐ
位
牌
を
寺
に
納
め
た
と
す
れ
ば
、
時
代
か
ら
い
っ

⑤
五
代
目
団
十
郎 

④
四
代
目
団
十
郎 

③
不
明
、
四
代
目

が
施
主 

②
二
代
目
団
十
郎 

①
初
代
妻
栄
光
尼 

人
物 

文
化
三
寅
十
月
（
三
十
日
） 

還
譽
淨
本

遊
法
子 

五
代
目
市
川
團
十
郎
白
猿 

安
永
七
戌
三
月
（
一
日
） 

廊
誉
悟
粒
随
然
法
子 

市
川
團
十
郎
父 

宝
暦
十
一
年
巳
三
月
（
八
日
） 

報
誉
妙
蓮
信
女 

市
川
團
十
郎 

宝
暦
八
寅
九
月
（
二
十
四
日
） 

法
誉
柏
莚
随
精
信
士 

市
川
海
老
蔵 

寛
延
三
年
十
月
（
八
日
） 

精
誉
栄
光
壽
林
法
尼 

海
老
蔵
妻
栄
順 

祐
天
寺
過
去
帳 

文
化
三
年
十
月
晦
日 

還
譽
淨
本

遊
法
子 

安
永
七
年
三
月
一
日 

廊
誉
悟
粒
随
然
法
子 

 

宝
暦
八
年
九
月
二
十
四

日 法
誉
柏
莚
随
精
信
士 

寛
延
三
年
十
月
八
日 

精
誉
栄
光
壽
林
法
尼 

常
照
院 
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て
四
代
目
市
川
団
十
郎
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
常
照
院
過
去
帳
に

該
当
す
る
法
名
は
な
い
そ
う
で
あ
る
し
、
伊
原
青
々
園
の
「
堀
越
家
系
譜
」
（
２
）

に
も
見
当
た
ら
な
い
。
ど
う
い
う
縁
故
の
女
性
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で

あ
る
。 

 
④
身
園
の
系
譜
で
は
、
没
年
月
日
が
「
安
永
七
年
二
月
二
十
五
日
」
と
な
っ

て
い
る
。
青
々
園
は
市
川
家
の
資
料
に
依
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
或
い
は
な
く
な

っ
た
日
よ
り
後
の
日
付
け
で
寺
に
届
け
た
も
の
か
。 

 

で
は
、
ど
う
し
て
何
代
も
の
団
十
郎
と
そ
の
関
係
者
の
戒
名
が
、
祐
天
寺
の

過
去
帳
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
し
て
ゆ
く
の
を
本
稿
の
主
題
と
す

る
。 

 

一
般
人
の
戒
名
が
過
去
帳
に
あ
る
と
い
う
事
は
、
位
牌
を
寺
に
納
め
た
と
い

う
可
能
性
が
高
い
（
墓
の
あ
る
菩
提
寺
以
外
に
も
位
牌
を
納
め
る
こ
と
は
し
ば

し
ば
あ
る
。
）
祐
天
寺
に
は
か
つ
て
人
々
が
た
く
さ
ん
位
牌
を
納
め
に
来
た
こ

と
が
、
寺
の
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
。『
明
顕
山
寺
録
撮
要
』
（
３
）
第
二
巻
に
は
、 

 

年
々
諸
方
よ
り
位
牌
相
い
納
め
侯
と
こ
ろ
、
年
々
の
儀
故
位
牌
数
多
に
相
い

な
り
、
本
堂
に
納
め
か
ね
難
儀
仕
り
侯 

 

と
こ
ろ
へ
施
主
が
あ
っ
た
と
し
て
、
寺
社
奉
行
に
申
請
し
、
帰
依
者
瑞
泰
院
（
長

門
侯
毛
利
重
就
室
）
の
寄
付
に
よ
る
不
断
念
仏
堂
を
建
て
て
い
る
。
棟
札
の
名

称
は
不
断
念
仏
堂
（
浄
業
堂
と
も
い
っ
た
）
で
、
常
念
仏
を
修
し
て
い
た
が
、

位
牌
を
納
め
る
場
所
で
も
あ
り
、
位
牌
堂
ど
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
六
世
祐
全
上

人
代
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
の
建
造
で
あ
る
（
そ
の
後
位
牌
堂
は
老
朽
化

し
て
取
り
壊
さ
れ
、
今
は
な
い
）
。
位
牌
を
納
め
た
人
々
は
、
開
祖
祐
天
上
人

に
結
縁
を
求
め
、
又
、
常
念
仏
の
中
に
あ
る
こ
と
で
、
往
生
極
楽
は
必
至
と
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

二 

祐
天
寺
と
祐
天
上
人
の
信
仰 

 

団
十
郎
が
位
牌
を
納
め
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
、
開
祖
祐

天
上
人
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
上
人
の
伝
記
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
祐
天
上
人
が

な
ぜ
そ
ん
な
に
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
（４
）
。 

  

１ 

祐
天
上
人
と
不
動
明
王 

 

祐
天
上
人
は
寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
四
月
八
日
、
奥
州
磐
城
に
生
ま
れ

た
。
九
歳
の
時
、
増
上
寺
に
い
た
叔
父
休
波
上
人
に
つ
い
て
出
家
し
、
や
が
て

檀
通
上
人
の
も
と
で
修
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
修
行
時
代
に
特
筆
す
べ
き
伝

説
は
、
成
田
不
動
尊
に
よ
る
奇
瑞
で
あ
る
。 

 

『
祐
天
大
僧
正
傅
記
』
（
５
）
等
に
よ
る
と
祐
天
上
人
は
、
僧
侶
と
し
て
の
学

問
が
非
常
に
苦
手
で
あ
っ
た
と
い
う
。
愚
鈍
で
、
初
歩
中
の
初
歩
で
あ
る
四
誓

偶
の
暗
誦
す
ら
、
一
句
覚
え
る
間
に
前
の
句
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
有
様
で

あ
っ
た
と
い
う
。
師
に
も
見
放
さ
れ
、
思
い
つ
め
た
祐
天
上
人
は
、
増
上
寺
開

山
堂
に
参
籠
し
、
お
告
げ
に
よ
っ
て
更
に
、
成
田
山
新
勝
寺
に
籠
も
り
、
三
七

日
の
断
食
行
を
し
た
。
満
願
の
日
の
夜
、
不
動
明
王
が
現
れ
、
祐
天
が
智
徳
を

授
か
り
た
い
な
ら
、
長
短
い
ず
れ
か
の
剣
を
呑
ん
で
臓
腑
の
悪
血
を
出
す
よ
う

言
わ
れ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
祐
天
は
、
ど
ち
ら
の
剣
を
呑
ん
で
も
死
ぬ
こ
と
な

ら
、
長
剣
を
呑
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
っ
た
。
明
王
が
長
剣
を
祐
天
の
口

に
差
し
込
む
途
端
に
祐
天
は
気
絶
し
た
が
、
以
後
、
他
に
比
類
な
く
学
問
に
優

れ
た
僧
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  

２ 
善
導
寺
か
成
田
山
か 

 

し
か
し
、
実
際
に
は
、
祐
天
上
人
が
若
年
の
時
参
籠
し
た
の
は
、
師
に
つ
い

て
赴
い
て
い
た
館
林
普
導
寺
の
不
動
尊
で
あ
っ
て
、
成
田
不
動
に
関
す
る
こ
の
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伝
説
は
、
実
は
、
西
誉
上
人
の
法
系
で
あ
る
増
上
寺
第
九
世
道
誉
上
人
貞
把
和

尚
の
説
話
が
、
祐
天
上
人
の
も
の
と
し
て
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
『
縁
山
悲
』
の
負
把
和
尚
の
項
を
引
用
す
る
（
６
）
。 

 
（
説
場
で
言
葉
に
つ
ま
り
、
聴
衆
に
笑
わ
れ
た
貞
把
は
・
筆
者
注
）
下
総
国

成
田
不
動
尊
に
詣
で
懇
祈
す
る
事
三
七
日
明
王
仮
寝
に
託
し
現
形
し
両
手

に
利
鈍
の
二
剣
を
提
示
し
い
は
く
汝
将
に
何
れ
を
か
呑
ん
と
す
る
や
師
の

云
く
利
剣
を
呑
ん
と
す
明
王
利
剱
を
振
ひ
師
の
喉
を
裂
破
す
即
ち
血
を
吐

く
事
升
餘
に
し
て
甦
る
然
れ
と
も
身
に
痛
悩
を
覚
へ
す 

今
籠
澤
山
に
鈍

血
の
剱
あ
り
成
田
山
開
帳
の
時
は
こ
れ
を
結
縁
せ
し
む
世
人
此
師
を
祐
天

公
と
違
へ
り 

し
か
し
よ
り
日
々
数
萬
言
を
暗
誦
し
顕
密
に
通
し
て
内
外

を
渉
閲
す 

 

 

貞
把
上
人
の
逸
話
を
祐
天
上
人
の
話
と
し
て
誤
っ
て
伝
え
た
の
は
、
高
名
な

祐
天
上
人
と
、
成
田
山
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
成
田
山
の
人
気
を
高

め
よ
う
と
す
る
、
仏
教
側
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
初
め
に
参
詣
し

た
の
が
開
山
堂
（
開
山
酉
誉
上
人
）
だ
と
い
う
の
も
、
酉
誉
上
人
系
の
貞
把
上

人
の
話
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
。 

 

田
村
周
助
は
『
祐
天
上
人
實
伝
』
（
７
）
で
、 

 

最
近
二
十
年
前
ま
で
は
、
成
田
で
、
實
物
縦
覧
の
度
毎
に
、
大
巖
寺
（
開
山

貞
把
上
人
・
筆
者
注
）
の
什
實
を
借
受
け
て
使
用
し
た
。
（
中
略
）
成
田
の

役
僧
某
等
潜
に
考
ふ
る
處
あ
り
。
傅
手
を
求
め
て
上
人
に
近
き
、
某
の
名
を

籍
っ
て
不
動
尊
利
益
の
程
を
知
ら
し
め
た
い
と
、
一
向
懇
請
し
た
。
す
る
と

上
人
其
れ
熟
れ
も
衆
生
済
度
の
方
便
で
あ
る
か
ら
、
苦
し
く
な
い
と
の
免
許

を
出
さ
れ
た
。 

と
解
説
し
て
い
る
。 

 

と
も
か
く
こ
の
話
は
広
く
流
布
し
、
南
北
の
『
法
懸
松
成
田
利
剣
」
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
第
一
番
目
発
端
夢
の
場
で
、
大
小
二
タ
振
の
剣
を
携
え
た

不
動
明
王
が
、
暗
愚
な
祐
念
に
、
長
剣
を
呑
ま
せ
る
く
だ
り
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
祐
天
の
伝
記
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
北
は
勿
論
ず
っ
と
後
代
の

人
で
あ
る
か
ら
証
左
に
は
な
ら
な
い
が
、
祐
天
上
人
在
世
中
か
ら
、
祐
天
上
人

と
成
田
山
と
の
桔
ぴ
つ
き
が
顕
伝
さ
れ
て
い
だ
と
す
る
と
、
お
も
し
ろ
い
問
題

で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
団
十
郎
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
が
、
青
江
舜
二
郎
氏
は
、
団
十
郎

の
祐
天
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
８
）
。
団
十
郎
の
先
祖
は
甲
州
武
田

家
に
仕
え
、
武
田
家
滅
亡
後
、
下
総
国
殖
生
郡
幡
ケ
谷
に
住
み
つ
い
た
。
青
江

氏
は
、
幡
ケ
谷
に
近
い
館
林
善
導
寺
退
去
帳
に
、
団
十
郎
の
親
戚
と
み
ら
れ
る
、

堀
越
姓
で
重
の
つ
く
俗
名
の
者
が
数
名
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
団
十
郎
の
先

祖
の
菩
提
寺
は
善
導
寺
で
あ
る
、
昔
導
寺
に
は
祐
天
上
人
参
伍
不
動
尊
が
あ
り
、

そ
れ
で
祐
天
信
仰
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
故
に
、
市
川
家
に
と
っ
て
は"

祐

天
不
動"

と
の
結
び
つ
き
が
在
所
以
来
で
、
成
田
不
動
と
の
関
係
は
出
府
後
で

あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
。 

 

氏
の
説
は
、
団
十
郎
の
祐
天
信
仰
暮
仰
を
と
り
上
げ
ら
れ
、
真
に
卓
見
で
あ

る
が
、
問
題
も
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
、
善
導
寺
過
去
帳
の
法
名
は
、
氏
の
挙
げ

ら
れ
た
中
で
は
宝
暦
七
年
が
最
古
だ
が
、
そ
れ
は
も
う
四
代
目
の
時
期
の
も
の

で
あ
り
（
二
代
目
は
存
命
だ
が
翌
年
没
す
る
）
、
初
代
の
父
の
出
府
（
正
保
年

中
）
（
２
）
以
前
か
ら
菩
提
寺
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
田
舎

で
は
、
一
地
方
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
一
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
、
姓
と
名
の
一
字
が
一
致
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
温
い
親
類
と
は
断
定
で
き

な
い
の
で
あ
る
。 

 

因
み
に
、
幡
ヶ
谷
に
ほ
ど
近
い
祐
天
上
人
の
累
済
度
で
有
名
な
羽
入
村
は
ほ
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と
ん
ど
の
住
民
が
堀
越
姓
で
あ
り
（
現
在
も
そ
う
で
あ
る
）
法
蔵
寺
曇
過
去
帳

（
９
）
に
も
累
一
族
で
あ
る
堀
越
与
右
衛
門
の
代
々
の
名
の
他
に
、
堀
越
金
左
衛

門
、
堀
越
茂
左
衛
門
等
、
堀
越
姓
が
多
い
（
二
代
目
は
後
に
累
の
芝
居
で
与
右

衛
門
役
を
演
じ
て
い
る
が
、
先
祖
の
出
身
地
の
霊
験
譚
を
演
じ
る
と
い
う
意
識

が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
）
。 

 

祐
天
は
こ
の
水
海
道
羽
入
村
で
、
寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
に
、
キ
ク
に

憑
い
た
累
の
霊
を
得
脱
さ
せ
る
と
い
う
大
法
力
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
周
辺
の

信
仰
は
た
い
へ
ん
篤
か
っ
た
。
そ
れ
が
伝
わ
っ
て
江
戸
の
団
十
郎
の
祐
天
信
仰

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
お
お
い
に
可
脂
性
が
あ
る
。
出
身
地
の

影
響
と
し
て
は
、
善
導
寺
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
そ
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。 

 

し
か
し
、
二
代
目
が
祐
天
上
人
を
信
仰
し
て
い
た
の
は
後
で
わ
か
る
よ
う
に

確
か
だ
が
、
初
代
団
十
郎
に
関
し
て
は
、
出
身
地
の
霊
験
譚
は
承
知
し
て
い
た

だ
ろ
う
が
、
ど
の
位
祐
天
信
仰
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。 

 

祐
天
上
人
の
霊
験
譚
は
、
地
元
に
は
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
ろ
う
が
、
父
の

代
か
ら
江
戸
に
出
て
い
た
団
十
郎
が
強
く
意
識
し
た
の
は
、
や
は
り
、
『
死
霊

解
説
物
語
聞
書
』
が
上
梓
さ
れ
元
禄
三
年
以
降
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

加
賀
佳
子
氏
は
、
初
代
の
書
い
た
願
文
に
つ
い
て
翻
刻
・
研
究
さ
れ
て
お
り

（
10
）
、
そ
れ
に
よ
り
、
元
禄
三
年
、
六
年
、
九
年
の
願
文
の
内
容
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
に
は
、
大
山
不
動
、
三
宝
荒
神
、
上
野
両
大
師
（
元
三
大
師.

慈
眼
大
師
）
等
へ
信
仰
は
述
べ
ら
れ
る
が
、
祐
天
上
人
へ
の
信
仰
の
程
は
わ
か

ら
な
い
。 

 

し
か
し
、
上
人
自
身
、
貞
享
三
（
一
六
六
八
）
年
、
増
上
寺
を
離
れ
て
以
来
、

元
禄
一
二
（
一
六
九
九
）
年
檀
林
大
巖
寺
往
職
を
拝
命
す
る
迄
は
、
隠
居
し
た

牛
島
草
庵
を
起
点
と
し
な
が
ら
も
、
旅
が
多
か
っ
て
こ
と
が
知
ら
れ
、
所
在
は

一
定
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
団
十
郎
が
信
仰
し
て
も
、
そ
れ
を
現
し
よ
う
も
な

か
っ
た
と
も
い
え
る
。
上
人
は
、
元
禄
一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
は
檀
林
飯
沼

弘
経
寺
住
職
と
な
り
、
紫
衣
を
賜
わ
る
。 

 

初
代
団
十
郎
が
二
代
目
と
共
に
『
成
田
山
分
身
不
動
』
を
演
じ
た
の
は
元
禄

十
六
年
で
あ
る
（
11
）
。
世
間
の
祐
天
上
人
の
評
判
は
、
ま
さ
に
絶
頂
の
時
で
あ

っ
た
ろ
う
。
も
し
、
こ
の
頃
既
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
祐
天
と
成
田
山
と
の
関

係
が
巷
説
と
し
て
あ
っ
た
な
ら
ば
、
初
代
は
、
祐
天
上
人
へ
の
信
仰
か
ら
、
成

田
不
動
を
信
仰
し
始
め
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
は

な
い
。
市
川
家
の
祐
天
信
仰
は
、
二
代
目
か
ら
は
確
か
に
あ
っ
た
が
、
初
代
も

も
っ
て
い
た
可
能
性
は
残
る
。 

  

３ 

祐
天
名
号 

 

こ
こ
で
、
祐
天
上
人
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
祐
天
名
号
に
つ
い
て
述
べ

た
い
と
思
う
。
累
の
済
度
以
降
の
話
だ
が
、
祐
天
上
人
の
書
く
名
号
が
特
別
の

功
徳
が
あ
る
と
い
わ
れ
始
め
る
。
上
人
の
名
号
は
、
火
難
除
、
・
水
難
除
、
剣

難
除
、
安
産
等
様
々
の
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

二
世
祐
海
上
人
の
著
述
で
る
『
祐
天
大
僧
正
利
記
』
序
文
に
は
、
（
12
） 

 

此
記
に
載
る
得
益
の
中
に
。
火
に
投
ず
れ
共
焼
け
ず
。
水
に
入
れ
共
溺
れ
ず
。

利
剣
も
其
身
を
傷
つ
け
ず
。
死
し
て
ま
た
蘇
生
す
る
杯
。
種
々
の
霊
験
多
し
。

各
段
の
下
に
お
ひ
評
せ
ん
こ
と
の
煩
は
し
け
れ
は
預
め
惣
じ
て
論
ぜ
ん
。
夫

補
處
の
大
士
観
世
音
を
念
じ
て
。
程
よ
く
か
々
る
益
を
得
る
旨
。
法
華
経
観

音
等
の
経
説
お
び
た
々
し
。
本
師
弥
陀
の
名
号
を
称
念
せ
ん
者
を
や
。 

 
と
あ
り
、
観
音
は
、
火
難
、
水
難
、
刀
杖
難
（
観
音
経
─
─
法
華
経
普
門
品
を

さ
す
─
─
に
は
、
そ
の
他
、
岸
か
ら
落
ち
る
難
、
毒
薬
の
難
か
ら
免
れ
る 

等
、
多
く
の
現
世
利
益
が
説
か
れ
る
）
等
か
ら
人
々
を
救
う
の
だ
か
ら
、
本
師
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阿
弥
陀
仏
は
更
に
あ
ら
た
か
な
霊
験
で
衆
生
を
災
い
か
ら
救
う
、
と
説
く
。 

 

観
音
経
を
根
拠
と
し
た
、
観
音
へ
の
現
世
製
の
信
仰
は
、
古
代
か
ら
み
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
殊
に
強
く
信
仰
さ
れ
た
。 

 
平
安
後
期
の
末
法
到
来
（
一
〇
五
二
年
）
以
降
、
貴
族
の
信
仰
の
中
心
来
世

の
阿
弥
陀
仏
の
の
極
楽
浄
土
へ
の
引
摂
と
な
り
、
観
音
は
独
立
し
た
尊
と
い
う

よ
り
も
、
弥
陀
の
脇
侍
と
し
て
の
印
象
の
方
が
強
く
な
っ
て
ゆ
く
。 

 

江
戸
時
代
は
、
徳
川
家
の
宗
旨
が
浄
土
宗
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
浄
土
宗
の

力
は
強
ま
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
の
風
潮
は
、
「
憂
世
」
が
「
浮
世
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
実
主
事
、
刹
那
主
義
の
傾

向
を
強
め
て
い
っ
た
（
13
）
。
往
生
で
な
く
こ
の
世
で
の
幸
を
求
め
る
諸
人
の
現

世
利
益
の
廟
い
に
応
え
る
為
に
、
浄
土
願
求
の
浄
土
教
で
も
、
阿
弥
陀
仏
の
現

世
利
益
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
の
名
号
に
新
た

に
、
観
音
の
現
世
利
益
の
功
徳
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

『
利
益
記
』
の
、
名
号
の
利
益
を
説
く
文
章
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
考

え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
『
利
益
記
』
本
文
中
に
は
、
そ
れ
ら
の
難
か
ら
救
わ
れ
た
人
々
の

逸
話
が
幾
つ
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
剣
難
を
免
れ
た
話
は
有
名
だ
っ

た
ら
し
く
、
他
の
伝
記
類
、
又
「
鶯
宿
雑
記
」
な
ど
の
随
筆
に
も
出
て
い
る
。

後
の
説
明
と
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
。 

 

元
禄
四
年
、
本
多
中
務
侯
の
藩
中
で
、
蜂
須
賀
田
之
助
の
下
部
に
、
門
兵
衛

と
い
う
者
が
い
た
。
酒
好
き
で
、
本
多
家
の
法
事
の
席
で
狂
酔
し
て
無
礼
を
は

た
ら
き
、
断
罪
と
き
ま
っ
た
。 

 

そ
こ
で
門
兵
衛
を
引
き
出
し
、
太
刀
で
斬
っ
た
が
、
五
度
斬
っ
て
も
刀
の
痕

も
つ
か
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
突
殺
せ
と
突
い
た
が
、
二
度
突
い
て
も
刃
が
身
に

立
た
な
い
。
本
多
侯
も
怪
し
ん
で
、
何
か
信
仰
を
し
て
い
る
か
と
尋
ね
る
と
、

別
に
何
も
な
い
が
、
母
親
か
ら
祐
天
上
人
の
御
名
号
を
お
く
ら
れ
、
肌
身
離
さ

ず
つ
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
御
名
号
を
調
べ
る
と
、
七
カ
所
の
刀
傷
が
あ
っ

た
。
昔
、
御
名
号
の
御
利
益
で
あ
る
と
感
激
し
、
本
多
侯
は
門
兵
衛
を
武
士
に

と
り
た
て
、
召
し
抱
え
た
と
い
う
。 

  

４ 

将
軍
・
大
奥
の
信
仰 

 

さ
て
、
祐
天
上
人
の
伝
に
戻
る
が
、
檀
通
上
人
の
没
後
、
上
人
は
増
上
寺
に

戻
る
。
し
か
し
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
に
離
れ
、
下
縫
国
葛
西
領
牛
島
草
庵

に
ひ
そ
か
に
隠
居
す
る
。 

 

そ
の
後
上
人
は
、
牛
島
を
基
点
と
し
て
諸
国
を
行
脚
し
、
各
地
で
名
号
を
書

い
て
人
々
に
与
え
る
。
そ
の
名
号
の
起
こ
す
奇
瑞
・
奇
蹟
は
評
判
に
評
判
を
呼

び
、
声
望
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。
今
で
も
各
地
の
寺
院
や
旧
家
に
「
祐
天
名

号
」
が
い
く
つ
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

祐
天
上
人
の
評
判
は
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
耳
に
達
し
、
元
禄
一
二
年
、
下
総

国
檀
林
大
厳
寺
住
職
、
更
に
翌
一
三
年
檀
林
飯
沼
弘
経
寺
住
職
と
な
り
、
紫
衣

を
賜
わ
っ
た
の
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。 

 

宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
に
は
小
石
川
伝
通
院
の
住
職
と
な
り
、
つ
い
に
正

徳
元
（
一
七
一
一
）
年
、
六
代
将
軍
家
宜
の
命
に
よ
り
、
増
上
寺
三
十
六 

世
住
職
に
任
じ
ら
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
急
な
栄
達
の
陰
に
は
、
民
間
の
篤
い
祐
天
上
人
崇
拝
を
聞
き
伝

え
て
の
、
大
奥
の
女
性
達
の
帰
依
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を

列
挙
し
て
お
く
（
14
）
。 

 

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
の
桂
昌
院
の
臨
終
の
際
の
は
招
か
れ
て
臨
終
行
儀

を
行
い
、
十
念
を
投
げ
て
い
る
。
又
、
綱
吉
の
側
室
瑞
春
院
は
、
祐
天
上
人
の

姿
を
模
し
た
像
を
つ
く
り
、
「
長
悦
」
と
命
名
し
た
。 

 

綱
吉
息
女
松
姫
は
、
祐
天
上
人
真
影
（
本
尊
）
造
像
の
費
用
を
寄
進
し
た
。 

 

綱
吉
息
女
（
養
女
）
竹
姫
は
、
阿
弥
陀
如
来
像
と
阿
弥
陀
堂
を
供
養
寄
進
し
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た
。
又
、
本
堂
の
本
尊
の
宮
殿
も
、
竹
姫
の
寄
進
で
あ
る
。 

 

六
代
将
軍
家
宣
薨
去
の
際
は
、
臨
終
の
導
師
を
勤
め
た
い
る
の
で
、
家
宣
室

天
英
院
は
、
祐
天
寺
建
立
後
、
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
、
文
昭
院 

（
家
宣
）
十
七
回
忌
追
善
の
た
め
に
、
梵
鐘
と
鐘
楼
と
を
寄
進
し
て
い
る
。
こ

の
値
は
時
の
鐘
と
し
て
昼
夜
一
二
時
に
撞
き
続
け
ら
れ
て
き
た
。
又
、
天
英
院

没
後
、
千
代
田
城
大
奥
の
そ
の
居
間
は
解
体
さ
れ
、
八
代
吉
宗
に
よ
っ
て
祐
天

寺
に
寄
進
さ
れ
、
天
英
院
の
お
霊
屋
に
造
ら
れ
た
。 

 

家
宣
側
室
月
光
院
は
、
祐
天
上
人
か
ら
、
念
持
仏
阿
弥
陀
立
像
を
頂
い
て
い

る
が
（
後
、
祐
天
寺
へ
納
め
る
）
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
、
祐
海
上
人 

を
導
師
と
し
て
落
飾
し
て
い
る
し
（
家
宣
没
後
に
仏
門
に
入
っ
て
い
る
が
、
改

め
て
行
っ
た
）
、
そ
の
布
施
物
と
し
て
、
知
恩
院
蔵
の
も
の
を
家
宣
が
写
し
た

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
を
寄
進
し
て
い
る
。
又
、
享
保
七
年
、
善
久
院
を
祐

天
寺
と
改
名
す
る
時
に
、
将
軍
吉
宗
に
願
い
出
た
の
も
、
月
光
院
で
あ
る
。 

 

勿
論
、
将
軍
各
家
も
信
仰
篤
く
、
八
代
吉
宗
は
晩
年
の
上
人
に
対
面
後
、「
今

の
世
に
祐
天
の
み
真
の
僧
侶
」
と
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
上
人
に
蓮
糸
の
袈
裟

を
贈
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
享
保
以
降
、
祐
天
上
人
及
び
祐
天
寺
に
対
す
る
将
軍
家
と
大

奥
の
信
仰
は
熱
烈
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
又
、
祐
天
上
人
の
没

後
は
、
親
戚
に
も
あ
た
る
弟
子
の
祐
海
が
、
祐
天
寺
の
基
礎
を
か
た
め
、
多
く

の
伽
藍
を
建
立
し
た
。
そ
の
経
鼻
は
次
の
様
で
あ
る
。 

  

享
保
三
年 

祐
天
上
人
遺
跡
起
立
卿
免 

 
 
 

四
年
一
月 

 

庫
裏
上
棟 

 
 
 
 
 

三
月 

 

書
院
上
棟 

 
 
 
 
 

六
月 

 

本
堂
上
棟 

 
 
 

九
年
四
月 

 

弥
陀
堂
上
棟 

 
 

一
四
年 

 
 

 

鐘
楼
建
立 

 
 

二
〇
年
四
月 

 

表
門
（
仁
王
門
）
上
棟 

  

こ
う
み
て
い
く
と
、
わ
ず
か
な
間
に
立
派
な
伽
藍
が
で
き
上
が
っ
て
い
っ
た

様
が
し
の
ば
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
初
代
妻
栄
の
後
半
生
と
、
二
代
目
団
十

郎
の
活
躍
期
と
ま
さ
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
目
の
あ
た
り
興
隆
の
棟
を
見
て

い
た
こ
と
も
、
信
仰
を
寄
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

  

５ 

栄
光
尼
と
二
代
目
団
十
郎 

 

元
禄
一
七
年
に
父
、
初
代
団
十
郎
を
失
っ
た
九
蔵
は
、
す
ぐ
に
、
二
代
目
を

継
承
す
る
。
一
七
歳
の
若
い
団
十
郎
に
風
当
た
り
は
強
か
っ
た
と
い
う
が
、
次

第
に
劇
界
で
の
地
歩
を
固
め
、
後
に
市
川
家
十
八
番
の
内
と
な
る
「
助
六
」「
矢

の
根
」「
毛
抜
」
な
ど
を
初
演
す
る
（
２
）
。
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
正
月
に
は

森
田
座
で
曽
我
五
郎
を
勤
め
て
一
〇
月
ま
で
二
八
○
日
間
打
ち
続
け
、
給
金
を

一
〇
〇
〇
両
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
千
両
役
者
の
始
ま
り
と
い
う
。 

 

父
亡
き
後
の
二
代
目
を
薫
陶
し
、
立
派
な
役
者
に
育
て
る
の
に
、
母
の
お
栄

（
栄
光
尼
）
は
非
常
に
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
。 

 

伊
原
青
々
園
は
こ
の
栄
光
尼
の
こ
と
を
、
（
２
） 

 

元
祖
の
妻
は
亦
淑
徳
を
以
て
聞
こ
ゆ
。
能
く
門
下
を
愍
み
、
良
人
の
死
後

も
其
の
子
二
代
目
團
十
郎
を
薫
陶
し
て
家
聾
を
壁
さ
ゞ
り
き
。 

 
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
母
は
、
晩
年
、
団
十
郎
の
目
黒
の
別
荘
に
暮
ら

し
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
で
述
べ
る
。 

 

団
十
郎
の
関
係
者
で
、
初
め
て
祐
天
寺
に
位
牌
が
納
め
ら
れ
た
の
は
、
栄
光

尼
（
施
主
二
世
団
十
郎
）
で
あ
る
。
椿
天
寺
に
位
牌
を
納
め
た
の
が
、
母
子
ど
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ち
ら
の
意
向
に
よ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
が
い
い
出
し
た
と
し
て

も
異
存
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
後
二
代
目
自
身
の
位
牌
も
納
め
ら

れ
、
三
代
目
は
抜
け
た
も
の
の
、
四
代
、
五
代
の
位
牌
も
納
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。 

三 

目
黒
の
別
荘 

 

二
代
目
団
十
郎
（
栢
莚
）
に
は
目
黒
に
別
荘
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
伊
原
青
々
園
『
團
十
郎
の
芝
居
』
（
15
）
に
「
栢
莚
の
遺
跡
は
今

の
雅
叙
園
」
と
い
う
考
察
が
あ
る
。 

 

青
々
園
は
、「
『
役
者
論
語
魁
』
に
、
栢
莚
が
目
黒
の
行
人
坂
へ
母
を
隠
居
さ

せ
て
、
朱
林
庵
と
い
ふ
別
荘
を
建
て
た
と
あ
る
記
事
」
を
栢
莚
の
日
記
『
老
の

た
の
し
み
」
の
紀
事
で
傍
証
し
て
、
別
荘
は
、
行
人
坂
に
あ
っ
た
と
結
論
し
て

い
る
。
更
に
、
明
王
院
に
隣
接
し
て
い
た
（『
老
の
た
の
し
み
』
）
こ
と
と
、
明

王
院
が
紅
葉
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
朱
林
（
紅
葉
を
意
味
す
る
）

庵
は
、
明
王
院
の
地
内
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
跡

は
雅
叙
園
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

青
江
氏
（
８
）
は
、
団
十
郎
は
祐
天
上
人
を
慕
っ
て
、
祐
天
寺
近
く
に
別
荘
を

も
う
け
た
と
い
う
。
後
に
書
く
よ
う
に
初
代
の
位
牌
も
お
さ
め
た
と
す
る
と
、

そ
の
可
能
性
は
大
き
い
。 

 

二
代
目
（
栢
莚
）
が
直
接
、
祐
天
寺
の
僧
侶
と
交
際
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録

も
栢
建
の
日
記
類
に
あ
る
。
そ
の
中
で
享
保
一
九
年
六
月
一
九
日
の
記
事
は
、

栢
莚
と
祐
天
寺
と
の
関
係
を
探
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
な
の
で
、
次
に
引
用
し

た
い
。
又
、
こ
の
記
事
の
前
五
月
一
一
日
の
条
に
は
、
増
上
寺
大
僧
正
が
祐
天

寺
に
来
ら
れ
た
折
に
、
栢
莚
の
家
の
前
を
通
っ
て
乗
物
の
中
よ
り
声
を
か
け
た

記
事
が
あ
る
（
16
）
。 

十
九
日 

晴
ナ
ガ
ラ
曇 

亡
父
ノ
御
命
日
ナ
レ
バ
祐
天
寺
へ
参
ル
行
品

二
三
田
宗
玄
老
へ
寄
夫
ヨ
リ
百
姓
伝
四
郎
方
ヘ
モ
寄 

祐
天
寺
へ
参
詣 

祐
海
和
尚
御
在
院
ニ
テ
ユ
ル
〳
〵
ト
清
談
日
課
又
二
百
へ
ン
夫
婦
共
二

十
念
日
裸
早
々
、
噺
ナ
ガ
ラ
の
御
説
法
別
二
記
ス
（
中
略
）
祐
天
寺
二
参

詣
方
丈
へ
御
目
ニ
カ
ヽ
ル
折
フ
シ 

日
中
過
方
丈
御
隙
ニ
テ
ユ
ル
〳
〵

ト
清
談
予
ニ
ハ
ナ
シ
ナ
ガ
ラ
の
説
法
夫
婦
ト
モ
ニ
又
日
課
二
百
遍 

品
々
御
物
語
有
テ 

方
丈
日
予
小
僧
ノ
時
コ
ナ
タ
幼
少
ノ
時
勘
三
郎
座

ニ
テ
御
親
父
碁
盤
忠
信
狂
言
オ
ビ
タ
ヽ
敷
ハ
ヤ
リ
故
見
物
二
参
リ
候 

扨
々
久
シ
キ
コ
ト
カ
ナ
ト 

夫
ヨ
リ
品
々
物
語
有
テ 

兵
五
郎
ハ
カ
シ

ガ
ラ
セ
ン
ト
思
ハ
デ
出
テ
モ
出
ル
ト
オ
カ
シ
キ 

兵
介
ハ
オ
カ
シ
カ
ラ

セ
ウ
ト
思
フ
テ
出
ル
故
オ
カ
シ
カ
ラ
ズ 

コ
ナ
タ
モ
コ
ワ
ガ
ラ
セ
ウ
ト

思
ハ
ズ
出
ラ
レ
侯
ヘ
ト
モ
人
是
ヲ
ヨ
ク
見
ル 

一
サ
イ
コ
ト
左
様
ナ
リ

ト 

妙
ト
云
ハ
各
別
ノ
所
二
有
ト
説
法
二
引
力
ケ
真
実
ノ
物
語
感
涙
ス 

酒
出
此
酒
ハ
先
日
大
僧
正
へ
上
侯
残
ニ
テ
侯
ト
テ 

殊
ノ
外
ノ
キ
ゲ
ン

ニ
テ
物
語
有
キ 

口
取
ニ
コ
ン
ニ
ヤ
ク
ト
長
芋
ト
醤
油
ニ
テ
煮
タ
ル 

葵
ノ
御
紋
ノ
梨
子
地
ノ
小
重
箱
ニ
入
八
寸
ニ
ノ
セ
出
サ
レ
ユ
ル
〳
〵
ト

閑
談 

予
ヒ
ク
キ
家
業
ナ
ガ
ラ
カ
ヽ
ル
コ
ト
有
難
キ
事
哉
ト 

又
々
感

涙
ス
モ
ド
リ
ニ
顕
誉
僧
正
ノ
御
舎
利

ニ
御
舌

又
石
原
二
御
閑
居
ノ

時 

名
号
奇
特
ノ
身
替
名
号
拝
見
ス 

又
々
感
涙
ス
帰
リ
ニ
ウ
ラ
門
ニ

テ
茶
店
ヘ
寄
リ
弁
当
ヒ
ラ
ク
（
以
下
略
） 

  

「
顕
誉
僧
正
ノ
御
舎
利

二
御
舌
」
と
あ
る
が
、
御
舌
と
は
、
祐
天
大
僧
正

が
亡
く
な
り
火
葬
に
し
た
時
、
舌
根
が
焼
け
残
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
寺
宝
に

し
て
い
た
こ
と
が
寺
録
に
み
え
る
。
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
る
。
又
、
「
奇
特
ノ

身
替
名
号
」
と
は
、
お
そ
ら
く
、
門
兵
衛
に
剣
難
を
免
れ
得
し
め
た
名
号
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。 
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引
用
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、
青
々
園
の
「
二
世
團
十
郎
の
日
記
」
の
解
説
を

引
用
し
て
お
く
。 

 

（
初
代
団
十
郎
が
・
筆
者
注
）
「
碁
盤
忠
信
」
で
當
て
た
の
は
元
禄
十
一

年
で
あ
る
。
二
代
目
團
十
郎
は
ま
た
九
蔵
と
い
っ
て
忠
信
の
子
忠
若
を
勤

め
て
居
る
。
祐
海
和
尚
が
二
代
目
團
十
郎
に
此
の
話
を
し
た
享
保
十
八
年

は
五
十
三
歳
だ
と
あ
る
。
だ
か
ら
十
八
歳
の
時
の
物
語
を
し
た
の
で
あ
る
。 

「
兵
五
郎
」
は
「
西
国
兵
五
郎
」
、「
兵
助
」
は
「
西
国
兵
助
」、
共
に
道
化

方
の
役
者
で
あ
る
。
祐
海
和
尚
は
此
の
當
時
の
二
人
の
藝
を
評
し
て
、
團

十
郎
に
ま
で
説
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
中
々
の
劇
通
で
且
つ
卓
論
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
六
月
一
九
日
に
父
の
命
日
だ
か
ら
と
い

う
事
で
祐
天
寺
に
参
詣
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
代
の
命
日
は
元
禄
一
七
年

二
月
一
九
日
（
青
々
園
「
年
譜
」
と
常
照
院
過
去
帳
共
に
）
な
の
で
、
無
論
、

月
の
命
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
祐
天
寺
が
菩
提
寺
常
照
院
と
同
じ
浄
土
宗

だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
初
代
の
位

牌
も
祐
天
寺
に
納
め
て
あ
っ
た
か
ら
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
祐
天
寺
過
去
帳
に
は
残
念
な
が
ら
、
初
代
の
法
名
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、

或
い
は
、
没
年
が
早
い
た
め
（
祐
天
寺
建
立
以
前
）
、
位
牌
だ
け
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

 

祐
天
上
人
は
享
保
三
年
に
遷
化
さ
れ
て
い
る
が
、
書
か
れ
た
算
名
号
は
前
述

し
た
よ
う
に
、
水
難
除
、
剣
難
除
等
様
々
な
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
た
い
へ

ん
有
名
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
二
代
目
も
見
た
よ
う
で
あ
る
剣
難
七
太
刀
の
名

号
は
、
祐
天
寺
に
納
め
ら
れ
、
有
名
で
あ
っ
た
。
舞
台
上
で
生
島
半
六
に
刺
さ

れ
、
剣
難
に
よ
る
非
業
の
死
を
遂
げ
た
初
代
の
法
名
を
納
め
、
来
世
を
祈
る
の

に
、
祐
天
寺
は
非
常
に
適
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

四 

累
狂
言
と
団
十
郎 

 

祐
天
上
人
が
羽
生
村
の
菊
に
取
り
憑
い
た
累
の
霊
を
得
脱
さ
せ
た
話
は
、

『
死
霊
解
脱
物
悟
聞
書
』
と
し
て
文
字
化
さ
れ
、
元
禄
三
年
出
版
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
た
い
へ
ん
な
評
判
を
よ
ん
だ
。 

 

歌
舞
伎
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
享
保
一
六
年
お
盆
の
市
村
座
の
『
大
角

力
藤
戸
源
氏
』
が
嚆
矢
で
あ
る
。
作
者
は
津
打
治
兵
術
、
同
九
平
次
。
役
者
は
、

果
が
三
條
勘
太
郎
、
怨
霊
に
な
っ
て
か
ら
は
市
村
竹
之
丞
。
與
右
衛
門
は
新
五

郎
で
あ
る
（
17
）
（
18
）
。
こ
の
時
は
大
当
り
と
な
り
、
中
村
座
の
生
膽
の
大
当
り

と
合
わ
せ
て
、
両
度
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
の
家
の
狂
言
の
よ
う
に
言
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
累
の
狂
言
に
は
『
死
霊
解
脱
物
語
』
を
日
々
三

部
ず
つ
配
っ
た
と
い
う
。 

 

二
代
目
団
十
郎
が
累
物
に
出
演
し
た
最
初
は
、
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
市

村
座
『
累
解
脱
蓮
葉
』
で
あ
り
、
羽
生
村
與
右
衛
門
、
本
名
景
清
を
勧
め
た
。

海
老
蔵
を
名
の
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
系
は
袖
崎
菊
太
郎
、
怨
霊
は
座
元
竹

之
丞
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
栢
莚
が
累
物
の
狂
言
に
出
演
し
た
記
録
は
な
い
。
次
に
「
団

十
郎
」
が
累
の
劇
に
出
演
す
る
の
は
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
、
前
年
に
名

跡
を
継
い
だ
ば
か
り
の
四
代
目
で
あ
る
。
中
村
座
「
信
田
長
者
柱
」
の
二
番
目
。

新
団
十
郎
の
役
は
累
、
海
老
蔵
と
な
っ
た
栢
莚
が
「
浮
島
弾
正
ニ
テ
空
つ
ん
ぼ
」

の
役
で
出
て
い
る
。 

 

四
代
目
は
そ
の
後
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
六
月
中
村
座
の
「
敵
討
忠
孝

艦
」
に
、
古
金
買
八
兵
衛
、
蓮
生
坊
、
あ
さ
り
の
與
市
の
役
で
出
る
。
名
を
息

子
に
譲
っ
て
松
本
幸
四
郎
と
な
る
直
前
で
あ
る
。
又
、
そ
の
翌
年
、
明
和
八
年

七
月
に
、
中
村
座
「
田
村
磨
七
重
累
」
で
か
さ
ね
の
ぼ
う
こ
ん
を
演
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
か
さ
ね
の
百
年
忌
を
あ
て
こ
ん
だ
狂
言
で
あ
り
、
『
実
戯
場
年
表
』
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に
は
、「
七
月
二
十
五
日
祐
天
寺
に
羽
生
村
か
さ
ね
百
年
忌
に
付
大
法
会
執
行
、

役
者
夢
路
夫
が
た
め
群
集
し
て
怪
我
人
等
も
有
之
。
三
日
の
所
一
日
に
て
差
し

止
ら
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。 

 
四
代
目
は
、
団
十
郎
に
な
っ
た
直
後
、
名
跡
を
譲
る
直
前
に
累
を
演
じ
て
お

り
、
又
、
累
百
年
忌
の
狂
言
で
も
果
を
演
じ
て
い
る
。
栢
莚
以
来
累
物
を
家
の

狂
言
と
見
倣
す
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

五
代
目
も
累
物
を
演
じ
て
い
る
。
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
幸
四
郎
時
代
に

「
敵
討
忠
孝
鑑
」
で
父
と
同
じ
舞
台
で
菊
池
兵
庫
役
を
勧
め
て
い
る
。
そ
の
他
、

安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
七
月
中
村
座
で
「
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
で
細
川
勝
元

役
を
勧
め
る
。
又
、
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
九
月
中
村
座
の 

「
稚
馴
染
累
詞
」
で
與
右
衛
門
女
房
か
さ
ね
と
高
坂
弾
正
役
を
勧
め
る
。
又
、

天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
八
月
桐
座
「
高
雄
宮
本
地
開
帳
」
で
頼
兼
と
片
桐
弥

十
郎
役
を
勧
め
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
こ
う
並
べ
て
み
る
と
、
累
、
或
い
は
與
右
衛
門
役
が
少
な
い
こ
と

に
気
が
つ
く
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。 

 

渡
辺
保
氏
は
『
四
代
目
市
川
団
十
郎
』
で
四
代
目
が
団
十
郎
襲
名
の
時
に
、

意
識
的
に
立
役
を
増
や
し
て
い
っ
た
事
を
指
摘
さ
れ
、
名
前
と
役
柄
の
イ
メ
ー

ジ
が
決
ま
っ
て
き
て
い
た
と
さ
れ
る
。
五
代
目
の
場
合
も
そ
れ
で
、
累
物
が
家

の
狂
言
だ
と
い
う
意
識
が
薄
れ
る
一
方
で
、
団
十
郎
＝
立
役
の
イ
メ
ー
ジ
に
、

殺
人
着
興
右
衛
門
は
合
わ
な
い
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

累
物
は
南
北
に
よ
り
幾
つ
も
の
傑
作
狂
言
が
書
か
れ
、
七
代
目
も
多
く
演
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
（
お
そ
ら
く
父
祖
の
地
の
狂
言
と
し
て
、
そ
し
て
）
家
の

狂
言
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
の
は
、
四
代
目
ま
で
だ
ろ
う
。 

五 

三
代
～
五
代
目
の
浄
土
信
仰
・
祐
天
信
仰 

 

栢
莚
が
信
心
深
い
人
柄
だ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
日
記
の
中
、
夫
婦
で
日
課

二
百
遍
の
念
仏
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
等
で
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、

栄
女
と
栢
莚
が
祐
天
上
人
及
ぴ
浄
土
宗
を
篤
く
信
仰
し
て
い
て
も
、
後
代
の

人
々
の
信
仰
が
薄
く
て
は
、
こ
の
よ
う
に
何
代
も
の
位
牌
が
納
め
ら
れ
る
こ
と

な
い
。
三
代
以
降
の
信
仰
は
ど
う
で
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

  

１ 

三
代
目
団
十
郎 

 

栢
莚
に
は
息
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
享
保
一
〇
年
一
一
月
、
初
代
の
高
弟

三
升
屋
助
十
郎
の
子
、
升
五
郎
を
養
子
と
し
て
、
徳
辨
と
名
の
ら
せ
た
（
20
）
。

若
い
頃
か
ら
才
能
を
発
挿
し
、
名
跡
を
継
ぎ
、
寛
保
元
年
一
〇
月
、
父
と
共
に

大
坂
へ
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
大
坂
で
病
ん
だ
団
十
郎
は
江
戸
へ
帰
っ
て
翌
年
二

月
、
二
二
歳
の
若
さ
で
死
ん
で
し
ま
う
。
法
名
随
誉
定
覺
性
信
士
。
芝
常
照
院

に
葬
る
。 

 

三
代
目
は
、
二
代
目
栢
莚
が
在
坂
中
に
江
戸
で
な
く
な
っ
た
。
祐
天
寺
に
位

牌
を
納
め
な
か
っ
た
の
は
そ
の
せ
い
で
、
二
代
目
の
手
が
回
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

  

２ 

四
代
目
団
十
郎 

 

四
代
目
の
出
生
に
関
し
て
は
、
二
代
目
と
、
堺
町
の
茶
屋
袋
屋
源
七
の
娘
と

の
子
で
る
と
す
る
説
と
、
同
町
の
大
茶
屋
和
泉
屋
勘
十
郎
の
次
男
と
す
る
説
が

あ
る
（
19
）
。
そ
し
て
、
そ
の
、
団
十
郎
襲
名
に
つ
い
て
も
、
す
ん
な
り
と
は
い

か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
菩
提
寺
常
照
院
の
口
き
き
も
あ
り
、
よ
う
や
く
襲

名
が
行
わ
れ
た
の
は
、
宝
暦
四
年
。
三
代
目
没
後
一
○
年
目
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
一
六
年
後
の
明
和
七
年
、
名
を
実
子
に
譲
り
、
更
に
六
年
後
の
安
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永
七
年
九
月
に
は
、
市
村
座
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
の
松
王
に
扮
し
た
後
、
剃

髪
し
て
帰
宅
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
木
場
に
隠
居
し
た
と
い
う
か
ら
、
妻
は

二
代
目
の
姪
だ
っ
た
が
、
二
代
目
の
目
黒
の
別
荘
は
譲
り
受
け
な
か
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
四
代
目
の
法
名
は
「
廓
誉
悟
粒
随
然
法
子
」。「
法
子
」
と
い
う

法
名
は
、
剃
髪
し
た
俗
人
等
に
与
え
ら
れ
る
。
漂
い
剃
髪
の
様
子
か
ら
み
て
も
、

四
代
目
も
信
仰
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
又
、
祐
天
寺
に
自
己
の
戒

名
の
他
に
、
自
分
が
施
主
と
な
っ
て
人
の
戒
名
も
納
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、

祐
天
信
仰
も
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

  

３ 

五
代
目
団
十
郎 

 

五
代
目
団
十
郎
白
猿
は
、
四
代
目
と
そ
の
妻
の
間
の
実
子
で
あ
る
。
絶
大
な

人
気
を
跨
り
、
又
、
文
人
達
と
交
流
が
多
か
っ
た
。
鳥
亭
焉
馬
は
自
ら
「
談
洲

楼
」
と
号
し
、
そ
の
自
宅
に
は
農
薬
か
ら
家
具
に
至
る
ま
で
市
川
家
の
勢
三
桝

を
用
い
た
と
い
う
。
自
ら
も
「
花
道
の
つ
ら
ね
」
な
ど
と
号
し
て
狂
歌
を
良
く

し
た
。
寛
政
八
年
に
舞
台
を
退
き
、
牛
島
に
隠
楼
す
る
。 

 

山
東
京
山
は
、
『
蜘
の
糸
巻
』
一
四
（
21
）
で
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
団
十
郎

が
「
い
や
し
さ
役
者
の
家
に
生
れ
し
故
、
歳
に
も
恥
ず
、
女
の
真
似
す
る
は
い

か
な
る
因
果
ぞ
」
と
、
お
し
ろ
い
を
つ
け
さ
せ
な
が
ら
涙
を
落
と
し
て
い
た
様

子
を
描
く
。
五
代
目
の
法
名
は
「
遺
誉
淨
本
臺
遊
法
子
」
と
い
い
、
四
代
目
と

同
じ
く
「
法
子
」
と
い
う
名
を
も
つ
。
仏
道
に
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
隠
居
後
は
、
牛
島
の
、
六
畳
に
勝
手
が
あ
る
の
み
の
小
屋
を
「
反
故
庵
」

と
名
づ
け
て
い
る
。
京
山
の
『
蜘
の
糸
巻
』
に
よ
る
と
、 

 

三
尺
の
仏
壇
あ
り
て
、
円
窓
を
ひ
ら
き
、
内
に
小
石
を
敷
き
、
順
戸
も
の
ゝ

仏
具
あ
り
。
正
面
に
仏
像
は
な
く
て
、
白
紙
一
枚
を
張
り
、
（
中
略
）
仏

像
な
く
て
白
紙
あ
る
を
、
兩
人
い
ぶ
か
り
問
ひ
け
る
に
、
白
猿
う
ち
ゑ
み

つ
ゝ
、
御
両
人
様
よ
く
見
始
へ
。
あ
の
祇
は
西
の
内
な
り
と
答
へ
け
れ
ば
、

両
人
は
さ
ら
な
り
。
お
の
れ
が
若
か
り
し
心
に
も
、
お
も
し
ろ
く
覚
え
て

今
に
わ
す
れ
ず
。
（
以
下
略
） 

  

伝
統
的
隠
遁
者
風
の
居
を
構
え
て
仏
道
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
も
、
酒
落
っ
気

を
忘
れ
な
い
白
猿
晩
年
の
様
子
が
し
の
ば
れ
る
。 

 
 

白
猿
は
文
化
三
年
八
月
半
ぱ
よ
り
水
腫
に
罹
り
、
病
中
に
『
念
佛
百
首
』

を
詠
作
す
る
。 

 

こ
の
百
首
を
み
る
と
、
白
猿
の
念
仏
に
対
す
る
考
え
方
が
よ
く
わ
か
る
（
22
）
。

念
仏
の
目
的
は
、
第
一
に
は
勿
論
後
世
を
助
か
る
こ
と
で
あ
る
。 

  
 

此
娑
姿
で
打
出
の
小
槌
も
た
ん
よ
り 

 
 
 

念
仏
申
せ
後
世
安
楽 

（
六
丁
オ
） 

 

し
か
し
、
そ
の
他
の
現
世
利
益
も
あ
っ
た
。 

  
 

念
仏
は
命
を
の
へ
て
災
難
を 

 
 
 

除
き
後
生
を
助
か
る
そ
か
し 

（
一
九
丁
ウ
） 

 

念
仏
は
一
遍
で
も
助
か
る
が
、
ず
っ
と
唱
え
続
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

  
 

一
へ
ん
で
す
み
は
す
め
ど
も
念
仏
を 

 
 
 

た
ん
と
申
せ
は
早
く
助
か
る 

（
二
二
丁
オ
） 

 
 

寝
て
も
よ
し
厨
で
も
よ
し
魚
く
ふ
た 

 
 
 

口
で
も
よ
い
そ
ね
ぶ
つ
唱
え
よ 

（
一
三
丁
オ
） 

 



 
 

祐天寺と団十郎─初代～五代目の信仰の問題─ 

 
－ 11 － 

 

念
仏
は
弥
陀
の
利
剣
（
両
端
を
尖
ら
せ
た
利
剣
名
号
と
い
う
、
名
号
の
書
き

方
も
あ
っ
た
）
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
た
。
又
、
た
だ
極
楽
を
願
う
だ
け
で

な
く
、
身
を
清
め
る
こ
と
を
願
う
求
道
の
気
持
ち
も
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

  
 

念
仏
は
罪
を
た
ち
き
る
釘
也 

 
 
 

よ
く
研
済
せ
無
我
の
砥
石
で 

（
九
丁
ウ
） 

 
 

念
仏
を
う
た
が
ふ
念
は
邪
魔
外
道 

 
 
 

み
だ
の
利
劔
て
ず
た
〳
〵
に
せ
よ 

（
二
〇
丁
ウ
） 

 
 

弥
陀
仏
と
唱
込
た
る
魂
は 

 
 
 

火
に
を
も
不
焼
水
に
溺
れ
ず 

（
二
〇
丁
オ
） 

  

右
の
一
首
は
、
明
ら
か
に
、
二
章
第
３
節
で
述
べ
た
、
祐
天
名
号
と
同
じ
、

名
号
を
も
つ
人
は
七
難
を
助
か
る
と
い
う
利
益
を
意
識
し
て
い
る
。
言
葉
も
、

『
祐
天
大
僧
正
利
益
記
』
の
「
火
に
投
ず
れ
共
焼
け
ず
。
水
に
入
れ
ど
も
濁
れ

ず
」
と
い
う
文
章
と
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。 

 

又
、
白
猿
の
信
仰
は
、
熱
心
な
一
方
で
、
文
筆
も
よ
く
し
た
人
だ
け
に
、
た

い
へ
ん
知
的
で
、
数
理
に
も
通
じ
て
い
た
の
が
う
か
が
え
る
。 

  
 

弥
陀
仏
と
唱
ふ
る
人
は
助
か
る
と 

 
 
 

天
照
神
の
御
う
た
も
あ
り 

（
一
一
丁
ウ
） 

 
 

花
に
な
く
鶯
水
に
す
む
か
は
づ 

 
 
 

つ
ま
る
所
は
南
無
阿
み
た
ふ
つ 

（
二
五
丁
オ
） 

  

「
弥
陀
仏
と
」
の
歌
は
、
本
地
垂
迹
思
想
を
も
と
に
、
当
時
天
照
大
神
の
作

と
伝
え
ら
れ
る
歌
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

「
花
に
な
く
」
の
歌
だ
が
、
禅
宗
に
「
柳
緑
花
紅
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

柳
は
緑
に
茂
り
、
花
は
紅
に
咲
く
。
森
羅
万
象
そ
の
ま
ま
が
、
既
に
仏
道
に
適

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
又
、
天
台
宗
に
は
諸
法
実
相
と
い
う

思
想
が
あ
る
。
こ
れ
も
同
様
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
称
名
に
し
て
歌
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
思
想
を
消
化
し
た
う
え
で
歌
と
し
て
も
こ
な
れ
て
お
り
、
見
事

な
作
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
全
一
〇
〇
首
の
う
ち
終
わ
り
か
ら
四
首
め
に
あ
る

が
、
し
め
く
く
り
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
一
首
と
い
え
る
。
残
り
三
首
の
う
ち

九
八
首
め
と
一
〇
〇
首
め
を
あ
げ
て
お
く
。 

  
 

く
ら
き
よ
り
く
ら
き
道
に
も
あ
か
ん
堂 

 
 
 

は
る
か
に
寺
の
念
仏
の
こ
へ 

（
二
五
丁
オ
） 

 
 

南
無
阿
弥
陀
な
む
阿
み
た
ふ
つ
ナ
ム
ア
ミ
タ 

 
 
 

南
無
阿
み
た
ふ
つ
〳
〵 

（
二
五
丁
ウ
） 

  

「
く
ら
き
よ
り
」
の
歌
。
和
泉
式
部
の
歌
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
「
あ

か
ん
堂
」
と
い
う
の
は
、
菩
提
寺
、
芝
常
照
院
の
こ
と
で
あ
る
。
御
住
職
野
村

恒
道
氏
に
よ
る
と
、
本
堂
が
秘
仏
だ
っ
た
の
と
、
本
堂
内
が
朱
塗
り
な
の
と
で
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。 

 

死
後
眠
る
で
あ
ろ
う
菩
提
寺
の
こ
と
も
忘
れ
ず
に
、
最
後
一
〇
〇
首
め
は
ひ

た
す
ら
念
仏
を
唱
え
続
け
る
、
心
に
く
い
構
成
で
あ
る
。 

 

全
体
を
通
し
て
、
白
猿
の
、
和
歌
・
仏
道
両
面
に
わ
た
る
深
い
教
養
、
知
識

が
し
の
ば
れ
る
。
又
、
願
生
浄
土
の
痛
烈
な
願
い
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
前
半
や

や
口
吻
そ
の
ま
ま
の
き
ら
い
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
素
朴
な
趣
と
し
て
と
り
、
も

っ
と
文
学
的
作
品
と
し
て
評
価
し
て
よ
い
作
品
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

五
代
目
の
閑
居
の
地
牛
島
は
、
祐
天
上
人
が
昔
日
、
庵
を
結
ん
だ
地
で
も
あ

っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
そ
の
跡
を
慕
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
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そ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
は
な
い
。 

  

４ 

六
代
目
団
十
郎 

 
六
代
目
は
五
代
目
の
庶
子
で
あ
っ
た
。
寛
政
三
年
一
四
良
の
折
に
六
代
目
を

襲
名
。
寛
政
八
年
、
父
五
代
目
は
引
退
。
寛
政
一
一
年
四
月
、
「
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
」
に
出
演
中
、
風
邪
の
た
め
三
日
め
よ
り
舞
台
を
退
き
、
五
月
一
三
日
、

没
す
。
二
二
蔵
。 

 

こ
の
六
代
目
は
、
五
代
目
存
命
中
に
亡
く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
祐
天
寺

過
去
帳
に
戒
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
若
い
団
十
郎
の
死
で
家
中
騒
然
と
し
た

為
で
あ
ろ
う
か
。 

  

団
十
郎
関
係
者
の
中
で
祐
天
寺
過
去
帳
に
名
が
残
る
者
は
、
五
代
目
を
も
っ

て
終
わ
る
。
七
代
目
以
降
が
位
牌
を
納
め
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、 

（一）
、
時
代
が
た
ち
、
祐
天
上
人
へ
の
信
仰
が
世
間
で
忘
れ
ら
れ
て
き
た
。 

（二）
、
幕
末
に
な
り
、
祐
天
寺
も
有
力
な
後
援
者
か
ら
の
援
助
が
途
絶
え
、

常
念
仏
堂
（
位
牌
堂
）
も
老
朽
化
し
た
の
で
取
り
壊
し
た
。
位
牌
を
広
く

受
け
付
け
て
い
る
態
勢
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（三）
、
七
代
目
は
五
代
目
の
次
女
す
み
の
子
で
、
孫
に
あ
た
る
。
五
代
目
と

年
齢
が
離
れ
、
五
代
目
没
時
（
文
化
三
年
）
は
一
六
歳
で
あ
り
、
宗
教
的

影
響
は
受
け
に
く
い
（
23
）（
没
し
た
の
は
八
代
目
の
方
が
早
い
が
、
五
代

目
と
の
縁
は
更
に
薄
い
）
。 

 

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
、
祐
天
寺
に
な
ぜ
団
十
郎
の
名
が
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
来
た
。

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
団
十
郎

が
、
数
代
に
わ
た
り
祐
天
上
人
を
信
仰
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
祐
天
上

人
、
祐
天
寺
が
江
戸
文
化
に
与
え
て
い
た
影
響
に
つ
い
て
、
ま
だ
考
察
の
余
地

が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。 

  

末
尾
な
が
ら
、
大
切
な
御
教
示
を
戴
き
ま
し
た
清
水
正
男
先
生
、
三
浦
広
子

先
生
、
貴
重
な
寺
宝
・
資
料
の
拝
観
を
許
さ
れ
、
御
教
示
賜
わ
っ
た
法
蔵
寺
豊

島
克
己
師
・
常
照
院
野
村
恒
道
師
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

注 （
１
） 

常
照
院
法
名
は
、
住
職
野
村
恒
道
氏
が
が
過
去
帳
よ
り
抜
書
し
た

も
の
を
下
さ
っ
た
。 

（
２
） 

伊
原
青
々
園
『
市
川
團
十
郎
の
代
々
』
坪
内
逍
遥
閲
、
東
京
市
川

宗
家
、
大
正
六
年
。 

（
３
） 

祐
麟
上
人
代
（
文
政
一
二
〈
一
八
二
九
〉
年
～
嘉
永
六
〈
一
八
五

三
〉
年
）
写
。 

（
４
） 

祐
天
上
人
伝
記
に
つ
い
て
は
、
村
上
博
了
『
祐
天
上
人
傳
』（
昭
和

四
三
年
、
祐
天
上
人
二
五
○
年
忌
記
念
事
業
委
員
会
発
行
）
を
参

照
。 

（
５
） 

内
閣
文
庫
蔵
。
上
中
下
三
巻
合
本
。
写
本
。 

（
６
） 

巻
九
、
二
九
頁
。
浄
土
宗
全
書
一
九
巻
所
収
。 

（
７
） 

昭
和
九
年
、
田
村
長
流
出
版
部
発
行
。 

（
８
） 

「
団
十
郎
の
出
自
と
信
仰
」（『
歌
舞
伎
』
二
○
号
、
昭
和
四
八
年
四

月
）
。 

（
９
） 

住
職
豊
島
克
己
氏
に
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
。 

（
10
） 

「
初
代
団
十
郎
の
願
文
─
解
題
と
翻
刻
─
」
（
加
賀
佳
子
・
武
井
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
、
『
演
劇
研
究
』
一
七
号
）
。 

（
11
） 
加
賀
佳
子
「
初
代
市
川
団
十
郎
年
譜
（
一
）
」（
『
歌
舞
伎
─
研
究
と

批
評
─
』
一
四
号
、
平
成
六
年
一
二
月
）
及
び
注
（
10
）
に
よ
る
と
、
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初
代
団
十
郎
の
成
田
信
仰
を
示
す
資
料
は
、
こ
れ
以
前
に
は
な
い
。

こ
の
時
期
は
成
田
山
の
江
戸
で
の
初
出
開
帳
に
あ
わ
せ
て
の
公
演

だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
成
田
と
初
代
と
の
関
係
が
生
ま
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。 

（
12
） 

文
化
五
年
版
、
祐
天
寺
蔵
本
に
拠
っ
た
。 

（
13
） 
上
田
霊
城
「
近
世
代
教
説
話
の
一
考
察
」
（『
印
度
學
研
究
』
二
一

巻
一
号
、
昭
和
四
七
年
一
二
月
）
に
は
「
（
近
代
仏
教
説
話
の
・
筆

者
注
）
代
表
的
と
思
わ
れ
も
の
数
部
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

治
病
除
災
延
寿
福
安
産
な
ど
の
現
世
利
益
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
霊
験
説
話
の
説
話
総
数
に
占
め
る
比
率
は
、
鉱
石
集
の
三
三
％

が
最
も
低
く
、
妙
幡
の
地
蔵
利
益
集
の
八
五
％
が
最
も
高
く
、
他

は
す
べ
て
五
〇
％
を
越
え
て
い
る
」
と
あ
る
。 

（
14
） 

『
明
顕
山
寺
録
』
（
前
出
）
に
よ
る
。 

（
15
） 

昭
和
九
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
。 

（
16
） 

「
二
世
団
十
郎
日
記
抄
」
（
渡
辺
憲
司
・
鎌
倉
恵
子
編
『
資
料
集
成

二
世
市
川
團
十
郎
』
立
教
大
学
近
世
文
学
研
究
会
編
、
和
泉
書
院
、

昭
和
六
十
三
年
）
に
拠
る
。 

（
17
） 

『
中
古
戯
場
説
』
上
（
『
燕
石
十
種
』
二
巻
）
及
び
『
歌
舞
伎
年
表
』

参
照
。 

（
18
） 

累
劇
の
上
演
に
関
し
て
は
、
中
山
幹
雄
「
演
劇
目
録
と
上
演
表
」

（
『
江
戸
東
史
談
』
二
一
四
号
、
昭
和
六
〇
年
）
、
東
晴
美
「
累
狂

言
の
趣
向
の
変
遷
─
「
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
以
前
─
」
（『
早
大
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
別
冊
第
二
〇
集
、
一
九
九
三
年
）
及
び

注
（
17
）
を
参
考
に
し
た
。 

（
19
） 

渡
辺
保
『
四
代
目
市
川
団
十
郎
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
）
。 

（
20
） 

廣
瀬
千
紗
子
「
三
代
目
市
川
団
十
郎
と
そ
の
父
」
（『
歌
舞
伎
─
研

究
と
批
評
─
』
五
号
、
平
成
二
年
六
月
）
参
照
。 

（
21
） 

『
日
本
随
筆
大
成
』
集
二
期
七
巻
。 

（
22
） 

『
市
川
白
猿
七
部
集
』
所
収
。
国
会
図
書
館
歳
本
に
よ
り
引
用
。 

（
23
） 

七
代
目
は
菩
提
寺
常
照
院
に
五
代
目
が
寄
進
し
た
小
灯
灯
籠
の
補

修
と
し
て
い
る
等
、
信
仰
を
も
っ
て
い
た
人
で
あ
る
。
灯
籠
の
銘

を
記
し
て
お
く
。「
常
照
院
什
物
十
二
世
経
誉
代
／
五
代
目
團
十
良

納
之
／
今
十
五
世
暢
誉
代
／
目
文
政
五
壬
午
歳
／
為
先
祖
代
々
一

切
精
霊
菩
提
／
奉
願
孫
繁
栄
新
補
理
之
／
七
代
目
市
川
團
十
郎
／

五
ツ
之
内
」 

歌
舞
伎 

研
究
と
批
評 

15 

 
 

一
九
九
五
年
六
月
二
〇
日
第
一
刷
発
行 


